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人工畳事業収束について 

 

拝啓 貴社ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。平素は弊社製品に対し、格別な

ご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、この度弊社は、｢２０１８年３月末日をもって人工畳事業を収束する｣ことを決断致

しましたのでご報告させて頂きます。 

２０００年に東レ(株)より人工畳事業の移管を受けて以来、１５年以上にわたり、事業継

続の為のあらゆる企業努力を実施してまいりましたが、どうしても事業収益の改善に目途を

つけることが出来ず、断腸の思いで収束の決断を致しました。 

東レ(株)が人工畳を上市以来、お得意先様におかれましては、ひとかたならぬご厚情を賜

り、永きにわたってご愛顧頂きましたこと、心より感謝申し上げます。また、この度の弊社

の決断により、数々のご迷惑をおかけ致しますこと、心よりお詫び申し上げます。 

 

 なお、人工畳事業の収束に当たり、商品の在庫品販売につきましては、２０１８年３月末

日まで継続（原糸生産は２０１７年１１月頃終了予定）させて頂く所存ですので、生産終了

までにご入用の商品がございましたら、２０１７年８月末までに弊社担当者へご相談頂けま

すようお願い致します。また、ご不明な点等につきましても、お気軽にご相談頂けますよう

お願い致します。 

 また、人工畳以外のアメニティー関連製品の事業は継続し、今後も新しい価値をご提供で

きる様、努力してまいりますので、引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

 

重ねまして、この度の弊社の決断により、数々のご迷惑をおかけ致しますこと、心よりお

詫び申し上げますとともに、お得意先様におかれましては、弊社事情をご理解賜りますよう、

お願い申し上げます。 

取り急ぎ、書面をもちまして事業収束のご報告とさせて頂きます。 
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